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Ⅰ 中堅教諭等資質向上研修実施要項 

 

栃 木 県 教 育 委 員 会 

平成１５年 ３月 ５日 決 定 

平成１７年 ２月２２日 改 正 

平成１９年 ２月２２日 改 正 

平成２１年 ２月１６日 改 正 

平成２９年 ２月１６日 改 正 

平成３０年 ３月 ５日 改 正 

１ 目 的 

中堅教諭等資質向上研修は、教育公務員特例法第 24 条の規定に基づき、公立の小学校等における教育に関し相当

の経験を有し、その教育活動その他の学校運営の円滑かつ効果的な実施において中核的な役割を果たすことが期待さ

れる中堅教諭等としての職務を遂行する上で必要とされる資質の向上を図ることを目的とする。 

 

２ 対 象 

県内公立小学校、中学校、義務教育学校及び県立学校の教諭等のうち、在職期間が10年目に当たる者とする。 

 

３ 内 容 

(1) 総合教育センター等における研修 ７日 

(2) 校内等における研修 15日 

 

４ 実施方法 

(1) 校長は、研修の実施に当たり、県教育委員会の作成した評価項目に基づき、個々の教員の能力、適性等について

評価し、評価案及び研修計画書案を作成し、県教育委員会又は市町村教育委員会に提出する。 

(2) 県教育委員会又は市町村教育委員会は、校長から提出された評価案と研修計画書案について調整を行い、決定す

る。 

(3) 研修計画書に基づいた研修は、総合教育センター等において実施するとともに、総合教育センター等の研修にお

いて習得した知識や経験を基に、校内等においても実施する。 

(4) 校長は、研修終了時に個々の能力、適性等を再び評価し、その結果及び研修報告書を県教育委員会又は市町村教

育委員会に提出するとともに、その後の研修等に活用する。 

 

５ 校内体制の整備 

(1) 校長は、研修計画書に従い、研修が円滑に実施できるよう、校内体制や当該教諭等の校務分掌等に配慮する。 

(2) 校長は、当該教諭等が総合教育センター等における研修を受講する間、授業等に支障が生じないよう配慮する。 

 

６ その他 

この要項に定めるもののほか、中堅教諭等資質向上研修の実施に関して必要な事項は別に定める。 

 

附則 

この要項は、平成15年４月１日から実施する。 

附則 

この要項は、平成17年４月１日から実施する。 

附則 

この要項は、平成19年４月１日から実施する。 

附則 

この要項は、平成21年４月１日から実施する。 

附則 

この要項は、平成29年４月１日から実施する。 

附則 

この要項は、平成30年４月１日から実施する。 
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 (1) 児童生徒の主体的な学びを促す学習指導の工夫・改善 

・組織の活性化を目指す意欲の向上 

・学校・家庭・地域の連携による教育への理解 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

・学び合い、高め合う校内研修の充実・活性化 

 (3) 自校の現状と課題の共有化 

・自己指導能力を育む児童・生徒指導の実践 

・人権尊重の精神及び豊かな心を育む教育の実践 

Ⅱ 中堅教諭等資質向上研修の概要 

 

１  本県における中堅教諭等資質向上研修の方針 

○ 本研修は、ミドルリーダーとしての役割を果たすことが期待される中堅教諭等に対して、その職務

を遂行する上で必要とされる資質の向上を図るものである。 

 

○ 本研修は、栃木県教員育成指標(教諭)（Ｐ28、29）を踏まえて計画・実施されるものであり、本年

度の研修の特徴は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「総合教育センター等における研修」（７日）と「校内等における研修」（15日）とを密接に関連

させ、研修成果の往還※により、資質・能力の一層の向上を図るものとする。 

 

 

 

総合教育センター等 校内等における研修 

における研修 研修の成果 
【７日】 【15日】 

 

 

 

○ 本研修は、研修を受ける者（以下「研修教員」という）の能力、適性等について評価を行い、その

結果に基づき、研修教員ごとに研修計画書を作成し、研修を行うものとする。また、研修終了後、再

度、評価を行い、引き続き研修教員の指導や研修に活用する。 

 

 

※研修成果の往還…総合教育センター等における研修と所属校における校内研修等を結び付け、それぞ

れの研修成果を生かしながら、教員の資質向上を図っていくこと。 

  

 (2) 同僚と協働しながら行う児童・生徒指導の充実 
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２ 中堅教諭等資質向上研修体系図 

〈高等学校〉 

研  修  前 

○研修教員による自己評価に基づく課題や適性等の再確認 

○校長による評価案・研修計画書案の作成 〔Ｐ10、11参照〕 

〔評価案・研修計画書案の提出〕 〔決定した評価表・研修計画書の送付〕 

６月末日まで ７月下旬 

栃木県教育委員会による調整後、決定 

研    修 

総合教育センター等における研修内容 《７日》 
〔Ｐ５、６参照〕 

校内等における研修内容 《15日》 
〔Ｐ７、８参照〕 

○中堅教職員への期待 
○栃木県教育振興基本計画2025 
○教育関係法規 
○中堅教諭等資質向上研修について 
○教員のためのメンタルヘルス 
○地域とともにある学校の在り方 (オンライン) 
○危機管理 
○とちぎの未来を創る職業人として 

総合教育センター等における研修内
容を踏まえ、研修教員一人一人の能力、
適性等に応じて実践する。 
 
○選択研修報告会 〔Ｐ８参照〕 
 

○公開授業 〔Ｐ８参照〕 
 
○マネジメントに関する内容 
 
○学習指導に関する内容 
 
○生徒指導に関する内容 
 
○学校経営への参画意識を高める内容 
 

等 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(各所属校等) 

学校経営の参画に関する内容 

○ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ 
～マネジメントの理解と働き方の改善～ 

○ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 
～校内授業研究会の計画～ 

○ミドルリーダーとしてのマネジメントⅢ 
～校内授業研究会の報告～ 

学習指導 

○教科別分科会 
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

(オンラインを含む) 

生徒指導 

○特別支援教育の理解 
○児童・生徒指導の意義とその在り方 (オンライン) 
○学校全体の視点に立った人権教育の推進 (オンライン) 

○選択研修 〔Ｐ６参照〕(各研修場所) 

○校内授業研究会 〔Ｐ６参照〕(各所属校) 

 
 

研  修  後 

○研修教員による自己評価 

○校長による評価表・研修報告書の作成 〔Ｐ12、13参照〕 

〔研修後の評価表・研修報告書の提出〕 

２月末日まで 

栃木県教育委員会 
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〈特別支援学校〉 

〔評価案・研修計画書案の提出〕 〔決定した評価表・研修計画書の送付〕 

６月末日まで ７月下旬 

栃木県教育委員会による調整後、決定 

 
 

〔研修後の評価表・研修報告書の提出〕 

２月末日まで 

栃木県教育委員会 

研  修  前 

○研修教員による自己評価に基づく課題や適性等の再確認 

○校長による評価案・研修計画書案の作成 〔Ｐ10、11参照〕 

研    修 

総合教育センター等における研修内容 《７日》 
〔Ｐ５、６参照〕 

校内等における研修内容 《15日》 
〔Ｐ７、８参照〕 

○中堅教職員への期待 
○栃木県教育振興基本計画2025 
○教育関係法規 
○中堅教諭等資質向上研修について 
○教員のためのメンタルヘルス 
○地域とともにある学校の在り方 (オンライン) 
○危機管理 
○とちぎの未来を創る職業人として 

総合教育センター等における研修内
容を踏まえ、研修教員一人一人の能力、
適性等に応じて実践する。 
 
○選択研修報告会 〔Ｐ８参照〕 
 

○公開授業 〔Ｐ８参照〕 
 
○マネジメントに関する内容 
 
○学習指導に関する内容 
 
○児童・生徒指導に関する内容 
 
○学校経営への参画意識を高める内容 
 

等 
 

 
 

 

 

 

 

(各所属校等) 

学校経営の参画に関する内容 

○ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ 
～マネジメントの理解と働き方の改善～ 

○ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 
～校内事例検討会の報告と研修の振り返り～ 

学習指導 

○教科別分科会 
障害の状態等に応じた学習指導の工夫・改善 

(オンラインを含む) 

児童・生徒指導 

○国の動向を踏まえた特別支援教育の現状と課題 
○児童・生徒指導の意義とその在り方 (オンライン) 
○学校全体の視点に立った人権教育の推進 (オンライン) 

○選択研修 〔Ｐ６参照〕(各研修場所) 

○校内事例検討会 〔Ｐ６参照〕(各所属校) 

研  修  後 

○研修教員による自己評価 

○校長による評価表・研修報告書の作成 〔Ｐ12、13参照〕 
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Ⅲ 研修内容 

1 総合教育センター等における研修 

(1) 研修期日及び内容 

区
分 

期日 研 修 内 容 
会 
場 

第 
１ 
日 

５/27 
（金） 

講話「中堅教職員への期待」 
説明「栃木県教育振興基本計画 2025」 
講話・演習「教育関係法規」 
講話・演習「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ～マネジメントの理解と働き方

の改善～」 
説明「中堅教諭等資質向上研修について～校内研修の理解～」 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

第 
２ 
日 

６/21 
（火） 

講話「教員のためのメンタルヘルス」 

各
所
属
校 

【高等学校】 
講話「特別支援教育の理解」 
研究協議 
「ミドルリーダーとしてのマネジメント
Ⅱ～校内授業研究会の計画～」 

教科別分科会（１） 
「教科等の指導力の向上Ⅰ」 

【特別支援学校】 
講話「国の動向を踏まえた特別支援教育

の現状と課題」 
教科別分科会（１） 
「障害の状態等に応じた学習指導の工
夫・改善Ⅰ」 

 

第 
３ 
日 

７月 

～  
９月 

〔オンラインによる研修〕 
講話「地域とともにある学校の在り方」（オンデマンド型） 
講話「児童・生徒指導の意義とその在り方」（オンデマンド型） 
講話「学校全体の視点に立った人権教育の推進」（オンデマンド型） 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

７/11 
（月） 

〔オンラインによる研修〕 
【高等学校】 
教科別分科会（２）（同時双方向型） 
「教科等の指導力の向上Ⅱ」 
 

〔オンラインによる研修〕 
【特別支援学校】 
教科別分科会（２）（同時双方向型） 
「障害の状態等に応じた学習指導の工
夫・改善Ⅱ」 

第 

４ 
日 

６月 

～  
１月 

選択研修（Ｐ６） 各
研
修
場
所 

第 
５ 
日 

９月 

～  
11月 

【高等学校】 
校内授業研究会（Ｐ６） 
 

【特別支援学校】 
校内事例検討会（Ｐ６） 
 

各
所
属
校 

第 
６ 
日 

11/７ 
（月） 

講話・演習「危機管理」 総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

【高等学校】 
教科別分科会（３） 
「教科等の指導力の向上Ⅲ」 
 

【特別支援学校】 
教科別分科会（３） 
「障害の状態等に応じた学習指導の工
夫・改善Ⅲ」 

第 
７ 
日 

12/13 
（火） 

【高等学校】 
研究協議 
「ミドルリーダーとしてのマネジメント
Ⅲ～校内授業研究会の報告～」 

教科別分科会（４） 
「教科等の指導力の向上Ⅳ」 

【特別支援学校】 
研究協議 
「ミドルリーダーとしてのマネジメン
トⅡ～校内事例検討会の報告と研修
の振り返り～」 

 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー パネルディスカッション「とちぎの未来を創る職業人として」 
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(2) 選択研修（第４日） 

ア 趣旨 

主体的に各種研修や研究大会等に参加することにより、教員としての専門性や幅広い教養を身に付ける

とともに、その研修成果を同僚教職員に還元する。 

イ 研修期日 

６月から１月までの期間に実施する。 

ウ 研修の選定 

研修教員は、校長等と協議の上、次の機関または団体等が主催する研修及び研究大会等（オンラインで

の実施を含む。）を選定する。ただし、総合教育センター等における研修の期日との重複を避ける。 

① 総合教育センター 

開催要項に示されている研修のうち、専門研修２、専門研修３、生涯学習研修より選択する。 

② 栃木県教育委員会 

③ 宇都宮大学及び宇都宮大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校 

④ 栃木県高等学校教育研究会 

⑤ 栃木県連合教育会 

⑥ 社会教育施設 

研修教員の能力、専門性等の向上に役立つと校長が判断した場合、上記の機関または団体等以外が主催

する県内の研修等も認める。オンラインでの実施の場合は県外も認める。 

選択する研修は半日以上のものとする。なお、当センターにおける教育研究発表大会については、各部

会の参加をもって選択研修とすることができる。 

エ 選択研修報告会の実施（Ｐ８） 

研修教員は、選択研修後に校内で研修報告会等を実施し、研修の成果を同僚教職員に還元する。実施し

た研修報告会等は、校内等における研修の１日に充てるものとする。 

オ 研修の実施報告 

研修教員は、「選択研修報告書」【様式３】（Ｐ20）を作成し、校長に提出する。校長は、研修教員か

ら提出された「選択研修報告書」を、２月 10日（金）までに、総合教育センター所長宛て（送付先：研修

部）に提出する（Ｐ30）。 

 

(3) 校内授業研究会／校内事例検討会（第５日） 

ア 趣旨 

学校組織マネジメントについて理解し、主体的に校内授業研究会／校内事例検討会を計画、実施するこ

とにより、ミドルリーダーとして求められる資質・能力の向上を図る。 

イ 研修期日 

９月から11月までの期間に実施する。 

ウ 内容 

研修教員は、総合教育センター等で行うマネジメントに関する研修の成果をもとに、校長等の指導及び

助言を受けてマネジメントの実践を重ねながら、主体的に校内授業研究会／校内事例検討会を計画し、実

施する。なお、校内授業研究会の計画に際しては、【様式４】（Ｐ21）､【様式５】（Ｐ22）を作成する。 

エ 研修の実施報告 

研修教員は、「校内授業研究会報告書／校内事例検討会報告書」【様式６】（Ｐ23）、【様式７】（Ｐ

24）を作成し、校長に提出する。「校内授業研究会報告書／校内事例検討会報告書」は、第７日（12／

13）に持参し、提出する（Ｐ30）。 
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２ 校内等における研修 

校内等における研修は、総合教育センター等における研修内容を踏まえて、研修教員の能力、適正等に応じ

た研修を実施したり、同僚と協働しながら諸課題に取り組んだりすることにより、ミドルリーダーに求められ

る学校経営への参画意欲と個々の専門性の向上を図る。 

中堅教諭の、より一層の資質向上のため、中堅教諭等資質向上研修の目的に沿って、総合教育センターにお

ける研修の内容の精選・充実を図るとともに、校内等における研修の充実を図る。 

 

(1) 研修日数 

研修は、年間15日実施する。そのうち、１日を選択研修報告会に、１日を公開授業に充てるものとする。 

 

(2) 研修内容及び留意点 
・校長は、総合教育センター等における研修の内容との関連を踏まえ、記入例（Ｐ26）、研修項目の例（Ｐ27）

などを参考に、研修成果の活用が図れるよう研修計画を決定する。 

・校長は、研修教員の自己評価や意見等を聴取するなどして、研修教員が主体的に研修できるよう配慮する

とともに、教職員全体に対し、研修について協力・連携を求め、研修の指導組織及び推進体制を確立する。 

・研修の趣旨に沿うと校長が判断した研修及び研究大会等については、校内等における研修の１日に充てる

ことができる。ただし、総合教育センター等における研修（第４日）の選択研修と同じ研修を充てること

はできない。 

・校長は、必要に応じて近隣の学校等の協力を得て研修を実施することができる。 

 

(3) 研修の計画にあたって 

総合教育センター等における研修と校内等における研修を密接に関連させ、研修成果の往還により、ミド

ルリーダーとして求められる資質・能力のより一層の向上を図る。 

特に、中堅教諭等資質向上研修の方針に示されているとおり、「学び合い、高め合う校内研修の充実・活性

化」を目指し、総合教育センター等における研修で学んだことを校内等で広める。そして、校内等で広めた

ことを総合教育センター等においての協議等を通して研修内容の理解を深める。このような研修成果の往還

により、研修内容の充実を図る。 

研修成果の往還の例を次に示す（記入例（Ｐ26）参照）。 

 

  総合教育センター等における研修と校内等における研修での研修成果の往還（高等学校の例） 

《総合教育センター等における研修》 《校内等における研修》 

５月 
・ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ 
～マネジメントの理解と働き方の改善～ 

５月 
・自校を取り巻く環境の分析 
６月 
・校内授業研究会の立案 

６月 
・教科別分科会 
・ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 
～校内授業研究会の計画～ 

７月 
・講話「地域とともにある学校の在り方」 
・教科別分科会 

７月 
・公開授業の指導案の検討 
８月 
・マネジメントの視点に立った地域の教育資源
研究 

９月 
・公開授業の実践 
10月 
・校内授業研究会の実施 11月 

・講話「危機管理」 
・教科別分科会 

1２月 
・ミドルリーダーとしてのマネジメントⅢ 
～校内授業研究会の報告～ 

・教科別分科会 

11月 
・校内授業研究会を通して 
～成果と課題～ 

12月 
・部活動におけるリスクマネジメント 
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(4) 選択研修報告会 

ア 趣旨 

総合教育センター等における研修（第４日）の選択研修の成果を同僚教職員に還元するため、主体的に

研修報告会等を計画、実施することにより、ミドルリーダーとして求められる資質・能力の向上を図る。 

イ 研修期日 

６月から１月までの期間に実施する。   

ウ 内容 

研修教員は、総合教育センター等における研修（第４日）の選択研修終了後、校長等の指導及び助言を

受けながら、主体的に校内で研修報告会等を実施し、研修の成果を同僚教職員に還元する。 

 

(5) 公開授業 

ア 趣旨 

総合教育センター等における授業の工夫・改善に関わる研修成果を活用しながら、授業力や教科等の専

門性の向上を図る。 

イ 研修期日 

９月から11月までの期間に実施する。 

ウ 内容 

研修教員は、総合教育センター等における研修をもとに、校長等の指導及び助言を受けながら、主体的

に校内で教職員を対象に公開授業を実施する。 

エ 報告書の提出 

研修教員は、「公開授業報告書」【様式８】（Ｐ25）を作成し、校長に提出する。校長は、研修教員か

ら提出された「公開授業報告書」を、第７日（12／13）までに、総合教育センター所長宛て（送付先：研

修部）に提出する（Ｐ30）。 
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２ 「研修計画書案」【様式２－１】の 
作成 

 

４  県教育委員会

による調整及び

決定、送付 

 

 

 

研 

 

修 

 

の 

 

実 

 

施 

５ 「中堅教諭等資質向上研修関

係書類送付書」並びに「評価

表」及び「研修計画書」の保管 

６ 「評価表」及び「中堅教諭等資質向上

研修関係書類送付書」【様式１】の作成 

資料１（Ｐ10） 
資料２（Ｐ11）参照 
      

記入例（Ｐ26） 
校内等における研修項目の例（Ｐ27）参照 

 

７ 「研修報告書」【様式２－２】の作成 

３  「中堅教諭等資質向上研修関係

書類送付書」並びに「評価案」

及び「研修計画書案」の提出 

８ 「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付

書」並びに「評価表」及び「研修報告書」

の提出 

１ 「評価案」及び「中堅教諭等資質向上

研修関係書類送付書」【様式１】の作成 

資料３（Ｐ12） 
資料４（Ｐ13）参照 
      

県教育委員会

が受理 

研修前評価  

研修後評価  

Ⅳ 研修評価及び研修計画書等の作成 

 

 本研修における評価は、教職員評価制度を活用して行う。校長は、研修教員との当初面談終了後に 

研修前評価を行い、研修終了後には、研修の成果と期末面談を踏まえて研修後評価を行う。研修前評価

から研修後の書類提出までの流れは、次のとおりである。 

なお、１～８の番号は、次ページ以降（Ｐ10～13）の項目と対応している。 

 

〔研修前評価から研修後の書類提出までの流れ〕 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校  長 

研修教員 

校  長 

＜６月末日まで＞ 

＜当初面談終了後＞ 

＜期末面談終了後＞ 

校  長 

研修教員 

＜２月末日まで＞ 

＜７月下旬＞ 

校  長 

 

校  長 

教  頭 

主幹教諭 

主  任 

研修教員 

   等 

 

校  長 

校  長 
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 １ 「評価案」及び「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」の作成 当初面談終了後 

校長は、当初面談終了後に研修前評価を行う。研修前評価は、「能力・行動自己評価シート」で評価す

る。「学習指導」の他、「児童・生徒指導」「参画・経営」「意欲・態度」のそれぞれの評価区分について

も同様に評価する。 

校長は、当初面談終了後、「能力・行動自己評価シート」を用い、本研修の「評価案」（資料１参照）

を作成する。本来は期末面談時に研修教員が記入する自己評価の欄に、校長が研修前評価を記入する。 

校長は、「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」【様式１】（Ｐ15）における「中堅教諭等資質向上

研修における研修前の評価案等の送付について（報告）」の「１ 研修前の総括的所見」を記入する（資

料２参照）。 

 

（資料１） 

 

 

【注】「児童・生徒指導」「参画・経営」「意欲・態度」についても「学習指導」と同様に記入する。 
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６月末日まで 

（資料２） 

 

２ 「研修計画書案」の作成 当初面談終了後 

校長は、「研修計画書案」【様式２－１】（Ｐ16、17）を作成する。なお、作成に当たっては、以下

のことに留意する。 

・記入例（Ｐ26）及び校内等における研修項目の例（Ｐ27）を参考にし、研修前評価に基づいて、教

頭や主幹教諭、主任等の協力を得て作成する。 

・研修前評価について研修教員に説明し、意見や希望等を聴取する。研修教員自らの課題や適性等を

認識させるとともに、課題を明確にして本研修に主体的に取り組むよう促す。 

 

３ ｢中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」並びに「評価案」及び「研修計画書案」の提出 

 

校長は、６月末日までに、次の(1)、(2)、(3) を県教育委員会教育長宛て（送付先：高校教育課人事

担当）に提出する。 

(1) 「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」【様式１】（Ｐ15）…(2)、(3)の添書も兼ねる。 

「中堅教諭等資質向上研修における研修前の評価案等の送付について（報告）」の「１ 研修前

の総括的所見」を記入する（資料２参照）。 

(2) 「評価案」（資料 1参照） 

(3) 「研修計画書案」【様式２－１】（Ｐ16、17） 

 

４ 県教育委員会による調整及び決定、送付 ７月下旬 

県教育委員会は、校長より提出された「評価案」、「研修計画書案」について、必要な調整を行い、

決定した「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」、「評価表」、「研修計画書」を校長に送付する。 
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５ ｢中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」並びに｢評価表」及び「研修計画書」の保管 

県教育委員会より送付された「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」、「評価表」、「研修計画 

書」は、研修後評価で再度使用するため、校長が保管する。 

 

６ 「評価表」及び「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」の作成 期末面談終了後 

校長は、期末面談を踏まえて研修後評価を行う。 

校長は、研修教員から提出された「能力・行動自己評価シート」の自己評価を参考にして評価し、「評

価表」（資料３参照）に研修後評価を記入する。 

校長は、評価結果を研修教員に説明し、今後の指導や研修に活用する。 

校長は、保管してある「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」における「中堅教諭等資質向上研

修における研修後の評価表等の送付について（報告）」の「１ 研修後の総括的所見」を記入する（資料

４参照）。 

 

（資料３） 

 

【注】「児童・生徒指導」「参画・経営」「意欲・態度」についても「学習指導」と同様に記入する。 
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２月末日まで 

（資料４） 

 

７ 「研修報告書」の作成 研修終了後 

校長は、「研修報告書」【様式２－２】（Ｐ18、19）に研修を実施した期日、内容等について記載し、

「研修報告書」を作成する。 

 

８ ｢中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」並びに｢評価表」及び「研修報告書」の提出 

 

校長は、２月末日までに、次の(1)、(2)、(3)を県教育委員会教育長宛て（送付先：高校教育課人事担

当）に提出する。 

(1) 「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」【様式１】（Ｐ15）…(2)、(3)の添書も兼ねる。 

「中堅教諭等資質向上研修における研修後の評価表等の送付について（報告）」の「１ 研修後 

の総括的所見」を記入する（資料４参照）。 

(2) 「評価表」（資料３参照） 

(3) 「研修報告書」【様式２－２】（Ｐ18、19） 
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〔資  料〕 

 

○ 提出書類の様式 

中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書 【様式１】……………15 

研修計画書案 【様式２－１】…16、17 

研修報告書 【様式２－２】…18、19 

選択研修報告書 【様式３】……………20 

校内授業研究会の実施に向けて 【様式４】……………21 

校内授業研究会計画書 【様式５】……………22 

校内授業研究会報告書 【様式６】……………23 

校内事例検討会報告書 【様式７】……………24 

公開授業報告書 【様式８】……………25 

 

（注）文書の形式はすべて、Ａ４判縦、横書きとします。なお、提出書類

の様式は、栃木県総合教育センターのＷｅｂサイトからダウンロード

できます。 

※ 栃木県総合教育センターのＷｅｂサイトアドレス 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/ 

 

○ 研修計画書案〔記入例〕 ……………26 

〔校内等における研修項目の例〕 ……………27 

○ 栃木県教員育成指標（教諭） ………28、29 

○ 提出文書等チェックリスト ……………30 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/
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【様式１】「中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書」 
 

○○○親第○○号 

令和４（2022）年○月○日 

栃木県教育委員会教育長 様 
 

学校名          

校長名          
 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修における研修前の評価案等の送付について（報告） 
 
このことについて、下記のとおり報告いたします。 

 
記 

 

受講番号  氏  名  

１ 研修前の総括的所見 
 

２ 評価案（別紙） 

３ 研修計画書案（別紙） 

 
 

高教親第○○号 

令和４（2022）年○月○日 

以上を、当該研修教員の評価ならびに研修計画とします。 
 

栃木県教育委員会教育長 押印省略 
 
 

○○○親第○○号 

令和５（2023）年○月○日  

栃木県教育委員会教育長 様 
 

学校名          

校長名          
 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修における研修後の評価表等の送付について（報告） 
 
このことについて、下記のとおり報告いたします。 

 
記 

 

受講番号  氏  名  

１ 研修後の総括的所見 
 

２ 評価表（別紙） 

３ 研修報告書（別紙） 
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【様式２－１】「研修計画書案」（高等学校用） 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 

研修計画書案 

栃木県立○○○高等学校 

校 長  ○ ○ ○ ○ 

１ 研修教員氏名 

受講番号 ○○ 

氏  名 ○○ ○○（教科 ○○） 

２ 研修の重点目標 

(1) 

(2) 

(3) 

３ 年間研修計画 

(1) 内容 

ア 総合教育センター等における研修（７日） 

・校内授業研究会（１日） 

・選択研修（１日） 

・学習指導に関する研修（２日） 

・生徒指導に関する研修（１日） 

・マネジメントに関する研修（２日） 

 

 

イ 校内等における研修（15日） 

・選択研修報告会等（１日） 

・公開授業（１日） 

・マネジメントに関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日）

(2) 日程及び内容 

 

総合教育センター等における研修 

１ ５/27 

講話「中堅教職員への期待」 

説明「栃木県教育振興基本計画2025」 

講話・演習「教育関係法規」 

講話・演習「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ  

～マネジメントの理解と働き方の改善～」 

説明「中堅教諭等資質向上研修について 

～校内研修の理解～」 

２ ６/21 

講話「教員のためのメンタルヘルス」 

講話「特別支援教育の理解」 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 

～校内授業研究会の計画～」 

教科別分科会（１） 

３ 
○/○ 

講話「地域とともにある学校の在り方」 

講話「児童・生徒指導の意義とその在り方」 

講話「学校全体の視点に立った人権教育の推進」 

７/11 教科別分科会（２） 

４ ○/○ 

選択研修「○○○研修」 

研修場所：○○○○ 

主催団体：○○○○ 

５ ○/○ 校内授業研究会 

６ 11/７ 
講話・演習「危機管理」 

教科別分科会（３） 

７ 12/13 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅢ 

～校内授業研究会の報告～」 

教科別分科会（４） 

パネルディスカッション 

「とちぎの未来を創る職業人として」 

校内等における研修 

１ ○/○  

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

10   

11   

12   

13   

14   

15   
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【様式２－１】「研修計画書案」（特別支援学校用） 
 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 

研修計画書案 

栃木県立○○○○○○○ 

校 長  ○ ○ ○ ○ 

１ 研修教員氏名 

受講番号 ○○ 

氏  名 ○○ ○○（所属学部等 ○○） 

２ 研修の重点目標 

(1) 

(2) 

(3) 

３ 年間研修計画 

(1) 内容 

ア 総合教育センター等における研修（７日） 

・校内事例検討会（１日） 

・選択研修（１日） 

・学習指導に関する研修（２日） 

・児童・生徒指導に関する研修（１日） 

・マネジメントに関する研修（２日） 

 

 

イ 校内等における研修（15日） 

・選択研修報告会等（１日） 

・公開授業（１日） 

・マネジメントに関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日）

(2) 日程及び内容 

 

総合教育センター等における研修 

１ ５/27 

講話「中堅教職員への期待」 

説明「栃木県教育振興基本計画2025」 

講話・演習「教育関係法規」 

講話・演習「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ  

～マネジメントの理解と働き方の改善～」 

説明「中堅教諭等資質向上研修について 

～校内研修の理解～」 

２ ６/21 

講話「教員のためのメンタルヘルス」 

講話「国の動向を踏まえた特別支援教育の現状と課題 」 

教科別分科会（１） 

３ 
○/○ 

講話「地域とともにある学校の在り方」 

講話「児童・生徒指導の意義とその在り方」 

講話「学校全体の視点に立った人権教育の推進」 

７/11 教科別分科会（２） 

４ ○/○ 

選択研修「○○○研修」 

研修場所：○○○○ 

主催団体：○○○○ 

５ ○/○ 校内事例検討会 

６ 11/７ 
講話・演習「危機管理」 

教科別分科会（３） 

７ 12/13 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 

～校内事例検討会の報告～」 

パネルディスカッション 

「とちぎの未来を創る職業人として」 

校内等における研修 

１ ○/○  

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

10   

11   

12   

13   

14   

15   
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【様式２－２】「研修報告書」（高等学校用） 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 

研修報告書 

栃木県立○○○高等学校 

校 長  ○ ○ ○ ○ 

１ 研修教員氏名 

受講番号 ○○ 

氏  名 ○○ ○○（教科 ○○） 

２ 研修の重点目標 

(1) 

(2) 

(3) 

３ 年間研修計画 

(1) 内容 

ア 総合教育センター等における研修（７日） 

・校内授業研究会（１日） 

・選択研修（１日） 

・学習指導に関する研修（２日） 

・生徒指導に関する研修（１日） 

・マネジメントに関する研修（２日） 

 

 

イ 校内等における研修（15日） 

・選択研修報告会等（１日） 

・公開授業（１日） 

・マネジメントに関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日）

(2) 日程及び内容 

 

総合教育センター等における研修 

１ ５/27 

講話「中堅教職員への期待」 

説明「栃木県教育振興基本計画2025」 

講話・演習「教育関係法規」 

講話・演習「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ  

～マネジメントの理解と働き方の改善～」 

説明「中堅教諭等資質向上研修について 

～校内研修の理解～」 

２ ６/21 

講話「教員のためのメンタルヘルス」 

講話「特別支援教育の理解」 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 

～校内授業研究会の計画～」 

教科別分科会（１） 

３ 
○/○ 

講話「地域とともにある学校の在り方」 

講話「児童・生徒指導の意義とその在り方」 

講話「学校全体の視点に立った人権教育の推進」 

７/11 教科別分科会（２） 

４ ○/○ 

選択研修「○○○研修」 

研修場所：○○○○ 

主催団体：○○○○ 

５ ○/○ 校内授業研究会 

６ 11/７ 
講話・演習「危機管理」 

教科別分科会（３） 

７ 12/13 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅢ 

～校内授業研究会の報告～」 

教科別分科会（４） 

パネルディスカッション 

「とちぎの未来を創る職業人として」 

校内等における研修 

１ ○/○  

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

10   

11   

12   

13   

14   

15   
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【様式２－２】「研修報告書」（特別支援学校用） 
 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 

研修報告書 

栃木県立○○○○○○○ 

校 長  ○ ○ ○ ○ 

１ 研修教員氏名 

受講番号 ○○ 

氏  名 ○○ ○○（所属学部等 ○○） 

２ 研修の重点目標 

(1) 

(2) 

(3) 

３ 年間研修計画 

(1) 内容 

ア 総合教育センター等における研修（７日） 

・校内事例検討会（１日） 

・選択研修（１日） 

・学習指導に関する研修（２日） 

・児童・生徒指導に関する研修（１日） 

・マネジメントに関する研修（２日） 

 

 

イ 校内等における研修（15日） 

・選択研修報告会等（１日） 

・公開授業（１日） 

・マネジメントに関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日）

(2) 日程及び内容 

 

総合教育センター等における研修 

１ ５/27 

講話「中堅教職員への期待」 

説明「栃木県教育振興基本計画2025」 

講話・演習「教育関係法規」 

講話・演習「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ  

～マネジメントの理解と働き方の改善～」 

説明「中堅教諭等資質向上研修について 

～校内研修の理解～」 

２ ６/21 

講話「教員のためのメンタルヘルス」 

講話「国の動向を踏まえた特別支援教育の現状と課題 」 

教科別分科会（１） 

３ 
○/○ 

講話「地域とともにある学校の在り方」 

講話「児童・生徒指導の意義とその在り方」 

講話「学校全体の視点に立った人権教育の推進」 

７/11 教科別分科会（２） 

４ ○/○ 

選択研修「○○○研修」 

研修場所：○○○○ 

主催団体：○○○○ 

５ ○/○ 校内事例検討会 

６ 11/７ 
講話・演習「危機管理」 

教科別分科会（３） 

７ 12/13 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 

～校内事例検討会の報告～」 

パネルディスカッション 

「とちぎの未来を創る職業人として」 

校内等における研修 

１ ○/○  

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

10   

11   

12   

13   

14   

15   
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【様式３】「選択研修報告書」 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 
選択研修報告書 

 

受講番号  学校名  氏 名  

 

研 修 日 令和   年   月   日（   ） 

主 催 団 体  

研修または 

研究大会等名 
 

研修内容 

 

勤務校における研修報告会等の内容 

 

 

令和○（○○○○）年○○月○○日 

総合教育センター所長 様 

 

以上のとおり実施しましたので、報告します。 

 

学校名           

校長名           
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【様式４】「校内授業研究会の実施に向けて」（高等学校用） 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 
校内授業研究会の実施に向けて 

 

受講番号  学校名  氏 名  

 

１ 自校の課題と教職員のニーズの把握 

 

 

 

 

 

 

２ 授業者の決定 （※原則として、勤務校の自分以外の教員とする） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業研究会の運営方法  

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業研究会の運営における工夫点 

 

 

 

 

 

 

 

５ 第２日班別協議で協議を要する事項 
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【様式５】「校内授業研究会計画書」（高等学校用） 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 
校内授業研究会計画書 

 

受講番号  学校名  氏 名  

 

１ 授業研究会のテーマ 

 

 

 

 

 

２ テーマの設定理由 

 

 

 

 

 

 

３ 授業者（教科(科目)・授業クラス） 

 

 

 

 

４ 参加者（教科と人数） 

 

 

 

 

 

５ 運営手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他（予想される成果等） 
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【様式６】「校内授業研究会報告書」（高等学校用） 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 
校内授業研究会報告書 

 

受講番号  学校名 高等学校 氏 名  

 

研 修 日 

（校内授業研究会実施日） 
令和   年   月   日（   ） 

授業研究会に向けた準備（要点を時系列に記入する） 

 

校内授業研究会の内容 

校内授業研究会の実践により明らかになったマネジメントに関する成果と課題 

 

令和４（2022）年○○月○○日 

総合教育センター所長 様 

 

以上のとおり実施しましたので、報告します。 

 

学校名           

校長名           
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【様式７】「校内事例検討会報告書」（特別支援学校用） 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 

校内事例検討会報告書 

 

受講番号  学校名  氏 名  

 

研 修 日 

（校内事例検討会実施日） 
令和   年   月   日（   ） 

校内事例検討会に向けた準備（要点を時系列に記入する） 

校内事例検討会の内容 

校内事例検討会の実践により明らかになったマネジメントに関する成果と課題 

 

令和４（2022）年○○月○○日 

総合教育センター所長 様 

 

以上のとおり実施しましたので、報告します。 

 

学校名           

校長名           
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【様式８】「公開授業報告書」 

 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 
公開授業報告書 

 

受講番号  学校名  氏 名  

 

研 修 日 令和   年   月   日（   ） 

これまでの課題 

 

改善のポイント 

 

成果と課題 

 

 

 

令和４（2022）年○○月○○日 

総合教育センター所長 様 

 

以上のとおり実施しましたので、報告します。 

 

学校名           

校長名           
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〔記入例〕 
 

令和４（2022）年度中堅教諭等資質向上研修 

研修報告書 

栃木県立○○○高等学校 

校 長  ○ ○ ○ ○ 

１ 研修教員氏名 

受講番号 ○○ 

氏  名 ○○ ○○（教科 ○○） 

２ 研修の重点目標 

(1) 

(2) 

(3) 

３ 年間研修計画 

(1) 内容 

ア 総合教育センター等における研修（７日） 

・校内授業研究会（１日） 

・選択研修（１日） 

・学習指導に関する研修（２日） 

・生徒指導に関する研修（１日） 

・マネジメントに関する研修（２日） 

 

 

イ 校内等における研修（15日） 

・選択研修報告会等（１日） 

・公開授業（１日） 

・マネジメントに関する研修（○日） 

※総合教育センター等における研修を踏まえて実践

したマネジメントの実践等の日数を記入する。 

・○○○○に関する研修（○日） 

・○○○○に関する研修（○日）

(2) 日程及び内容 

 

総合教育センター等における研修 

１ ５/27 

講話「中堅教職員への期待」 

説明「栃木県教育振興基本計画2025」 

講話・演習「教育関係法規」 

講話・演習「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅠ  

～マネジメントの理解と働き方の改善～」 

説明「中堅教諭等資質向上研修について 

～校内研修の理解～」 

２ ６/21 

講話「教員のためのメンタルヘルス」 

講話「特別支援教育の理解」 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅡ 

～校内授業研究会の計画～」 

教科別分科会（１） 

３ 
○/○ 

講話「地域とともにある学校の在り方」 

講話「児童・生徒指導の意義とその在り方」 

講話「学校全体の視点に立った人権教育の推進」 

７/11 教科別分科会（２） 

４ ○/○ 

選択研修「○○〇研修」 

研修場所：〇〇〇〇 

主催団体：〇〇〇〇 

５ ○/○ 校内授業研究会 

６ 11/７ 
講話・演習「危機管理」 

教科別分科会（３） 

７ 12/13 

研究協議「ミドルリーダーとしてのマネジメントⅢ 

～校内授業研究会の報告～」 

教科別分科会（４） 

パネルディスカッション 

「とちぎの未来を創る職業人として」 

校内等における研修 

１ ５/20 校長講話「中堅教員に望むこと」 

２ ５/30 演習「自校を取り巻く環境の分析」 

３ ６/８ 校内授業研究会の立案 

４ ６/24 講話「生徒会活動の活性化に向けた取組」 

５ ６/30 
演習・研究協議「生徒に関する各種検査の

分析と活用」 

６ ７/１ 
「主体的・対話的で深い学び」を目指した

公開授業の指導案の検討 

７ ７/６ 研究協議「家庭訪問、保護者面談の在り方」 

８ ８/９ 大学の公開講座「○○○○」への参加 

９ ８/23 
演習「マネジメントの視点に立った地域の

教育資源研究」 

10 ９/21 公開授業  <科目> 単元「○○○○」 

11 10/19 
選択研修報告会 学習指導部会「学校図書

館の活性化のための取組」 

12 11/16 校内授業研究会を通して～成果と課題～ 

13 12/１ 
事例研究「部活動におけるリスクマネジメ

ント」 

14 １/12 マネジメントに関する研修の成果報告 

15 １/31 次年度に向けた取組の設定 
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〔校内等における研修項目の例〕 
 

領 域 等 研 修 内 容 の 例 

学習指導に関する

内容 

・学習指導要領の理解 

・評価規準及び評価計画の作成 

・評価問題の作成と分析 

・教材分析、教材研究 

・学習指導案の作成と検討 

・公開授業に関する事前事後研究 

・学習意欲を高める授業展開の工夫 

・年間指導計画の作成と検討 

（カリキュラムマネジメント） 

・学習評価の方法と実際 

・指導と評価の一体化への取組 

・教材・教具の作成 

・先輩教員の授業参観、授業研究 

・効果的な家庭学習の在り方の研究 

・基礎・基本を定着させるための授業展開の工夫 

・主体的・対話的で深い学びの理解と実践 

・問題解決的な学習の実践と指導の在り方 

・学習指導法の研究及び実践（効果的な実験・実習の導入、ICT の活用、 

個に応じた指導、体験学習、グループ活動の在り方等） 

・総合的な探究の時間における指導法の工夫 

・中学校との系統性を考慮した指導の研究 

児童・生徒指導に

関する内容 

・児童生徒理解の在り方 

・本校の児童生徒の実態把握 

・学業指導の充実 

・効果的な事例研究会の実践 

・教育相談（カウンセリング）の在り方 

・問題行動等への対応の在り方 

・家庭・地域・関係機関との効果的な連携の在り方 

・発達障害のある児童生徒への対応の在り方 

進路指導に関する

内容 

・効果的な進路学習の進め方 

・人間としての在り方生き方指導の研究 

・進路情報資料の効果的な活用の在り方 

・望ましい職業観・勤労観を身に付けさせるための取組 

特別活動に関する

内容 

・特別活動の授業研究 

・特別活動の全体計画の作成と検討 

・学校行事等の効果的な運営の在り方 

・ボランティア活動の推進 

・交流教育の進め方 

・進路指導の進め方 

・生徒会活動の活性化に向けた取組 

・帰属意識を高めるホームルーム活動の指導の在り方 

学年・学級・ホーム

ルーム経営に関す

る内容 

・児童生徒への個別指導の在り方 

・教室環境整備への取組 

・効果的な朝の読書指導の在り方 

・集団づくりの意義とその在り方 

・効果的な学年だより等の工夫 

・学年・学級経営の評価と改善 

自立活動に関する

内容（特別支援学

校） 

・点字の理解と指導法の研究 

・手指法の理解と指導法の研究 

・運動・動作の基本的技能指導の在り方 

・病弱児の生活管理の指導法の研究 

・視覚認知支援の在り方 

・歩行指導法の研究と実践 

・聴覚学習の指導法の研究 

・日常基本動作の指導法の研究 

・言語指導の在り方 

・検査機器の利用法の在り方 

学校経営への参画

意識を高める内容 

・特色ある学校づくりへの参画 

・学校評議員制度の理解 

・危機管理意識の高揚(リスクマネジメント） 

・OJT 推進のための年間計画立案 

・後輩教員への授業助言 

・開かれた学校づくりへの参画 

・学校評価の理解 

・教育専門職としての教員の使命 

・校務分掌への連携・協働した取組 

・問題行動への組織的対応の在り方 

その他の内容 

・人権教育の理解と指導法の研究 

・国際理解教育の理解と推進 

・キャリア教育の理解と推進 

・環境教育の理解と指導法の研究 

・保健・安全教育の進め方の研究 

・道徳教育の理解と指導法の研究 

・情報教育の理解と推進 

・生涯学習の理解 

・福祉教育の理解と指導法の研究 

・特別支援教育の理解と指導法の研究 

・部活動指導の在り方 

・各種研修、研究大会、大学等の講座等への参加 

・他校の一般公開授業等への参加 ・地域の行事への参加、協力 
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採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）

　教員としての基
礎・基本を理解する
とともに、教職生活
全体を通して自律的
に学び続けようとす
る強い意志をもって
いる。

　教育活動に必要な基礎的・基本
的な知識・技能を身に付けるとと
もに、同僚からの助言等を得なが
ら職務を遂行している。

　専門的な知識・技能や、新たな
教育課題に対応する実践的指導力
を身に付けるとともに、同僚と協
働しながら職務を遂行している。

　学校の課題解決を目指し、組織
を活性化させたり企画力・実践力
を発揮したりするなどミドルリー
ダーとして学校運営に積極的に参
画している。

　教職生活を通して培った経験の
もとリーダーシップを発揮し、学
校の教育目標の達成を目指して積
極的に学校経営を支え続けてい
る。

〇学習指導に関する指標

採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）

　学習指導の基礎・
基本を理解するとと
もに、指導力の向上
を目指して学び続け
ようとする強い意志
をもっている。

　学習指導の基礎・基本を身に付
けるとともに、児童生徒の実態を
とらえ、同僚からの助言等を得な
がら、指導の工夫・改善を図って
いる。

　指導資料の活用や研修会への参
加、同僚との情報交換等を通し
て、児童生徒の主体的な学びを促
す学習指導の工夫・改善を図って
いる。

　学習指導上の課題解決に向けた
対策を積極的に提案するととも
に、学年や部、教職員間の連絡・
調整及び実践においてミドルリー
ダーとしての役割を果たしてい
る。

　若手・中堅教員等に学習指導の
範を示すとともに、課題解決に向
けて、教育課程の見直しや授業改
善等にリーダーシップを発揮して
いる。

　教育目標の実現に
向けて、指導計画に
基づいて学習指導を
行うことの大切さを
理解している。

　学習指導要領や年間指導計画等
に基づき、指導目標や評価計画、
指導内容等を適切に設定して学習
指導案を作成している。

　学習指導上の課題を把握し、同
僚と情報交換を行いながら指導計
画の工夫・改善を図っている。

　学年間の接続や教科横断的な視
点などから、学校全体を視野に入
れた指導計画の工夫・改善を図っ
ている。

　学校の教育目標の実現に向けた
カリキュラム・マネジメントの改
善・充実にリーダーシップを発揮
している。

授業の基本技
術

　話し方、板書の仕方、発問の仕
方等の基本技術を身に付けるとと
もに、児童生徒の理解度や反応な
どを的確に捉え、同僚の助言等を
得ながら、指導方法の工夫・改善
に努めている。

　研修会への参加や同僚との情報
交換等を通して、授業力の向上に
積極的に取り組んでいる。

　児童生徒の実態を踏まえ、教科
や学年を越えて同僚と協働しなが
ら、授業力の向上に積極的に取り
組んでいる。

　教職生活を通して培った授業力
をもとに同僚への支援・助言を行
うなど、学校全体の授業力の向上
に積極的に取り組んでいる。

教材研究 　授業のねらいを明確にするとと
もに、ＩＣＴ機器などの教材・教
具を工夫するなど、児童生徒の理
解を深めるための指導の工夫を
行っている。

　研修会への参加や同僚との情報
交換等を通して、児童生徒の理解
を深めるための教材の開発や指導
の工夫に取り組んでいる。

　教科横断的な視点を踏まえ、教
科や学年を越えて同僚と協働しな
がら、教材の開発や内容配列の工
夫に取り組んでいる。

　教材の選定や指導方法、指導形
態等について研究を続けるととも
に、同僚への支援・助言を積極的
に行っている。

　指導と評価の一体
化を進める大切さを
理解している。

　児童生徒の学習状況を確実に把
握し指導に生かすことができるよ
う、同僚からの助言等を得ながら
評価方法の工夫・改善に努めてい
る。

　児童生徒の学習状況をより多面
的に把握し指導に生かすことがで
きるよう、同僚と協働しながら評
価方法の工夫・改善に努めてい
る。

　学習指導上の課題を踏まえ、改
善に向けた評価方法等について同
僚と協働しながら組織的に研究、
実践している。

　指導と評価が一体となった評価
方法等について研究を続けるとと
もに、同僚への支援・助言を行っ
ている。

〇児童・生徒指導に関する指標

採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）

　児童・生徒指導の
基礎・基本を理解し
ているとともに、指
導力の向上を目指し
て学び続けようとす
る強い意志をもって
いる。

　児童・生徒指導の基礎・基本を
身に付けるとともに、児童生徒の
実態をとらえ、同僚からの助言等
を得ながら、指導の工夫・改善を
図っている。

　指導資料の活用や研修会への参
加、同僚との情報交換等を通し
て、指導の工夫・改善を図ってい
る。

　児童・生徒指導上の課題解決に
向けた対策を積極的に提案すると
ともに、学年や部、教職員間の連
絡・調整及び実践において、ミド
ルリーダーとしての役割を果たし
ている。

　若手・中堅教員等に児童・生徒
指導の範を示すとともに、課題解
決に向け、指導計画の見直しや関
係機関等との連携等にリーダー
シップを発揮している。

児童生徒理解 　日常的な関わりや同僚からの情
報を得ながら、児童生徒の性格や
心身の状況等の把握に努めてい
る。

　同僚と積極的に情報交換を行う
などして、児童生徒の多面的・多
角的な理解に努めている。

　児童生徒一人一人に関する様々
な情報を学年や学校全体で共有で
きるよう、教員間の連絡・調整に
当たっている。

　児童生徒理解に関する専門的な
知識を身に付け、同僚への支援・
助言を行っている。

信頼関係づく
り・教育相談

　カウンセリングマインドをもっ
て児童生徒一人一人に共感的、受
容的に接し、信頼関係の構築に努
めている。

　研修等を通して教育相談の基本
を学び、児童生徒の相談を受け止
め、適切に対応することにより、
信頼関係を築いている。

　児童生徒の悩み等を的確に把握
し、問題解決に向けて同僚と協働
しながら対応している。

　児童生徒への教員の関わり方を
観察し、教育相談の活用や、信頼
関係づくりの具体的な方策等につ
いて、支援・助言を行っている。

予防的・開発
的な児童・生
徒指導

　基本的生活習慣を身に付けさせ
る指導に、同僚からの助言等を得
ながら取り組んでいる。

　集団指導や個別指導を通して、
自己指導能力を育む児童・生徒指
導に同僚と協働しながら取り組ん
でいる。

　児童生徒の自己指導能力を育む
方策を積極的に提案するととも
に、学年や部を越えて実践できる
よう連絡・調整に努めている。

　自己指導能力を育む児童・生徒
指導があらゆる場面で展開される
よう、指導法や指導体制の充実に
リーダーシップを発揮している。

問題行動等へ
の対応

　組織的な対応の重要性を理解す
るとともに、日頃から児童生徒の
様子を観察し、問題行動等の未然
防止、早期発見、迅速な対応に努
めている。

　事例研究等を通して問題行動等
への対応について理解を深めると
ともに、問題行動等に対して同僚
と協働しながら対応している。

　問題行動等の背景、原因を的確
に把握し、解決のための方策を考
えるとともに、関係職員と連携し
ながら組織的に対応している。

　家庭や専門機関等と連携・協働
した問題行動等への対応方法を身
に付け、学校全体の組織体制の充
実にリーダーシップを発揮してい
る。

特別活動、進
路指導等への
取組

　特別活動や進路指導等の意義を
理解し、同僚からの助言等を得な
がら指導している。

　キャリア教育の視点をもち、同
僚と協働しながら、個に応じた適
切な指導を行っている。

　学校の特色を生かした効果的な
特別活動、進路指導等の在り方に
ついて具体策を考え、同僚と協働
しながら組織的に取り組んでい
る。

　学校全体で効果的な特別活動、
進路指導等が組織的に実施される
よう、リーダーシップを発揮して
いる。

栃木県教員育成指標(教諭)

児童生徒への
指導・援助

児童生徒との
信頼関係の構
築

指導計画等の立案・実施

評価の工夫

指導方法・教
材研究の工夫

　授業展開の仕方や
教材研究の進め方を
理解している。

　児童・生徒指導に
おける児童生徒理解
と信頼関係づくりの
大切さを理解してい
る。

　児童・生徒指導の
意義とともに、いじ
め、不登校等への対
応の基本について理
解している。

全体指標

学習指導全般

児童・生徒指導全般

とちぎの求める教師像

～自信と誇りをもって子どもたちと向き合える教師～
人間性豊かで信頼される教師

幅広い視野と確かな指導力をもった教師

教育的愛情と使命感をもった教師
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〇参画・経営に関する指標

採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）

　組織の一員として
自分の役割を果たそ
うとする強い意志を
もっている。

　「報告・連絡・相談」を確実に
行うとともに、同僚からの助言等
を得ながら、校務分掌の遂行に当
たっている。

　社会の変化に目を向け、広い視
野をもつとともに、同僚と協働し
ながら校務に組織的に取り組んで
いる。

　学校経営上の課題解決に向けた
対策を積極的に提案するととも
に、学年や部、教職員間の連絡・
調整及び実践において、ミドル
リーダーとしての役割を果たして
いる。

　リーダーシップを発揮しながら
同僚の意欲の向上や組織力の強化
を図るとともに、学校の教育目標
の達成に向けて積極的に学校経営
に参画している。

　校務の一端を担
い、組織の一員とし
て働くことの大切さ
を理解している。

　担当する校務分掌について、同
僚からの助言等を得ながら、迅
速・正確に処理している。

　担当する校務分掌について、同
僚と協働しながら、工夫・改善し
ながら取り組んでいる。

　校務分掌への取組を通して学校
の課題を把握し、他の校務分掌と
の連携を図りながら、改善に努め
ている。

　学校の教育目標の達成に向けて
校務分掌に取り組むとともに、組
織間の連携が図られるよう、同僚
への支援・助言に積極的に取り組
んでいる。

　学級・学年経営の
一員として、組織的
に対応することの大
切さを理解してい
る。

　学年主任や他の担任の助言等を
得ながら、学びに向かう集団に高
めていくための学業指導の充実に
取り組んでいる。

　担当する学級及び学年の現状を
把握し、同僚と協働しながら、学
級・学年経営に参画している。

　学校の教育目標等に基づき、同
僚と協働しながら、よりよい学級
経営・学年経営を目指して、工
夫・改善に取り組んでいる。

　学年全体の学級経営の現状を把
握し、学校の教育目標等の実現に
向けて、リーダーシップを発揮し
ながら、組織的な学年経営に取り
組んでいる。

　組織の一員とし
て、組織的に対応す
ることの大切さを理
解している。

　「報告・連絡・相談」を確実に
行いながら、校内組織での自らの
役割を果たしている。

　学校経営方針を理解し、同僚と
協働しながら、校務に組織的に取
り組んでいる。

　学校組織マネジメント、カリ
キュラム・マネジメントについて
理解し、学校の教育目標の達成、
学校経営上の課題の解決のために
積極的に取り組んでいる。

　学校の教育目標の達成や学校経
営上の課題の解決に向けた組織体
制づくりにリーダーシップを発揮
しているとともに、同僚への支
援・助言を積極的に行っている。

　全ての教育活動の
基盤となる安全確保
の重要性について理
解している。

　同僚からの助言等を得ながら、
教育環境、教育活動の安全確認に
努めている。

　学校の安全計画を理解し、同僚
と協働しながら確実な実施に努め
ている。

　安全担当者等と協働しながら、
事故の未然防止に努めるととも
に、安全上の課題の把握に努め、
その解消に速やかに取り組んでい
る。

　日頃より事故の未然防止に努め
るとともに、事故発生を想定した
具体的な対応について、同僚と十
分に共通理解を図り、支援・助言
を行っている。

　家庭・地域・関係
機関等と連携・協働
することの大切さを
理解している。

　学習指導、児童・生徒指導をは
じめとする校務全般において、同
僚からの助言等を得ながら、家庭
や関係機関等との連携・協働に努
めている。

　学校内外の関係者との情報交換
を積極的に行い、家庭や関係機関
等との連携・協働の促進に努めて
いる。

　家庭や関係機関等との連携・協
働がより効果的なものとなるよ
う、学校内外の関係者との連絡・
調整を積極的に行っている。

　家庭や関係機関等への情報提供
や連携・協働の方法について、同
僚への支援・助言に努めるととも
に、校内の組織体制づくりにリー
ダーシップを発揮している。

〇意欲・態度に関する指標

採用時の姿

教育的愛情 　児童生徒に教育的愛情をもって接している。

信念、熱意 　正しい信念のもと、熱意と使命感をもって仕事に取り組んでいる。

人権尊重の精
神

　人権尊重の観点を重視し教育活動を行っている。

誠実・品位 　礼儀正しい態度で誠実に仕事に取り組んでいる。

公正 　偏りがない見方・考え方で公正に勤務している。

法令の遵守 　職務・勤務の在り方を自覚し、厳正に勤務している。

責任感 　責任をもって職務を遂行している。

寛容性 　異なる意見・立場を尊重し、職務にあたっている。

協調性 　同僚と協調して職務にあたっている。

　自己の能力向上のために、研究と修養に取り組んでいる。

ステージⅠ～ステージⅣ

　教育的愛情と使命
感をもった教師にな
るという強い意志を
もっている。

誠実・品位、
公正、法令の
遵守等

研修に対する意欲

責任感・寛容
性・協調性等

参画・経営全般

教育的愛情・
熱意

家庭・地域・関係機関等と
の連携

学級・学年経営・参画

校務分掌への取組

学校経営への参画

日常の教育活動における安
全確保
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〔提出文書等チェックリスト〕 

提出文書等 参照様式 提出先 期 限 

□ 中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書 

及び評価案      《研修前評価》 
【様式１】Ｐ15  

県教育委員会教育長 

（送付先： 

高校教育課人事担当） 

※送付書及び評価案と研

修計画書案を併せて送

付する。 

６月末日 

□ 研修計画書案 
【様式２－１】 

Ｐ16、17  

□ 選択研修報告書 【様式３】Ｐ20  
総合教育センター所長 

（送付先：研修部） 
２月10日 

□ 校内授業研究会報告書／ 

校内事例検討会報告書 

【様式６】Ｐ23 

【様式７】Ｐ24 
総合教育センター所長 

12月13日 
(研修第７日
に持参) 

□ 公開授業報告書 【様式８】Ｐ25  
総合教育センター所長 

（送付先：研修部） 
12月13日 

□ 中堅教諭等資質向上研修関係書類送付書 

及び評価表      《研修後評価》 
【様式１】Ｐ15  

県教育委員会教育長 

（送付先： 

高校教育課人事担当） 

※送付書及び評価表と研

修報告書を併せて送付

する。 

２月末日 

□ 研修報告書 
【様式２－２】 

Ｐ18、19  

※送付の際は、封筒に「中堅教諭等資質向上研修関係書類在中」と朱書する。 

※【様式３】、【様式８】は、研修第７日（12／13）に持参してもよい。   



栃木県総合教育センター案内 
 

◆所在地 〒320－0002 栃木県宇都宮市瓦谷町 1070番地 

◆電話案内 市外局番 028 

総 務 部 TEL 665－7200 FAX 7217  生涯学習部 TEL 665－7206 FAX 7219 

研 修 部 

研究調査部 

TEL 665－7202 

TEL 665－7204 

FAX 7218 

FAX 7303 

 学習情報センター 

生涯学習ボランティアセンター 

TEL 665－7207 

TEL 665－7207 

FAX 7219 

FAX 7219 

教育相談部 TEL 665－7210 FAX 7212  情報教育室 TEL 665－7208  

 TEL 665－7211   ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ TEL 665－7204 FAX 7303 

幼児教育部 TEL 665－7215 FAX 7216  教育経営研究室 TEL 665－7209  

（幼児教育センター）      

◆Ｗｅｂサイト案内 

栃木県総合教育センター 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/ 

とちぎレインボーネット（栃木県学習情報提供システム） 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/rainbow-net/ 

幼児教育センター 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/ 

◆利用案内（利用できる日） 

教育相談…………………………月～金曜日 

貸出施設…………………………毎日 

学習情報センター、生涯学習ボランティアセンター、図書資料室……毎日 

サポートステーション…………月～金曜日 

 

※利用できない日（施設の管理運営上変更になる場合もあります。） 

第３日曜日（学習情報センター、生涯学習ボランティアセンター及び 

図書資料室は第１・３日曜日） 

国民の祝日、年末・年始 

 

 

 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/
https://www.tochigi-edu.ed.jp/rainbow-net/
https://www.tochigi-edu.ed.jp/rainbow-net/
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/
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